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【はじめに】脳卒中後遺症者の参加に関する報告では,機 能レベルや ADL能 力との関係

の検討はされているが,意 志的側面との関連や ADL自 立度が高い人についての参加を伝

えるような研究は少ない.し かし,作 業療法実践において 「ADLが ほぼ自立しているにも

かかわらず参加が制限されている人」は少なくなく,そ の理由として意志的側面(自信)と

の関係が考えられた。【目的】本研究は,ADLが 自立している在宅脳卒中後遺症者(以下;

脳卒中者)の自信と参加の関係を検討することにより,作業療法における具体的介入の方針

を得ることである.【方法】対象者は 50～80歳 の地域在住者で,脳 卒中者と健常者のそれ

ぞれ 31名 とした.自信は一般性セルフエフィカシー尺度(以下;GSES)と作業に関する自己

評価改訂版(以下,OSA Ⅱ)を用い,参 加は生活時間調査票を用いて典型的な 1日 の作業を聴

取した。参加内容は 「外出:交流:役割:所属」とし,参 加頻度は 「毎日:1回以上/週:1回以上

/月:それ以外」,参 加の質は 「社会的:仲間的:個人的およびサービス利用」と基準を設定し

た。また,得 られた情報から参加パターンを分類し, さらに脳卒中者の参加パターンは,

健常者を基準にして 「健常者類似群(以下;類似群)」と 「健常者相違群(以下;相違群)」に分

類した.分 析方法は,1)脳卒中者と健常者の自信の比較,2)脳 卒中者と健常者の現在と発

症前および 1年前の自信の変化,3)脳卒中者と健常者の参加の頻度および質の傾向とパタ
ーンの比較 ,4)脳卒中者と健常者の参加パターン別の自信の比較をそれぞれ分析した。な

お,1)4)の分析は Mann‐Whitney検 定,2)は Wilcoxon検定,3)は Kruskalawallis検定で

「類似群」「本目違群」「健常者」の 3群 比較を行つた後,そ れぞれ Mann‐Whitney検 定を用

いて有意差を算出した。【結果】1)脳卒中者と健常者の自信の比較では,有 能性と満足度に

有意差が認められた.2)脳卒中者の現在と発症前の GSESの 変化では,「合計」「行動の積

極性」「能力の社会的位置づけ」で有意差が認められた。3)脳卒中者と健常者は,頻 度の違

いは少ないが質に頭著な違いが認められ,脳 卒中者間においても質に違いが認められた.

4)自信と頻度の関係は,「本目違群と健常者」で有能性と満足度に有意差が認められた.自 信

と質の関係は,「類似群と相違群」「本目違群と健常者」で GSESと 有能性および価値に有意

差が認められた。【考祭】脳卒中者は,能 力を発揮し自分の意志で作業を遂行し得ていると

は思えていない傾向にあり,ま た,参 加の頻度よりも質の違いが自信に影響することが示

された。さらに,参 加の状況は自信だけでなく作業に対する価値や満足度にも影響してい

ることが示された.こ のことから,ADLが 自立していても参加を促すための支援が必要で

あり,ま た,そ の支援には,意 志的側面(自信)へのアプローチの必要性が示唆された。


